
参考資料 

 

概   要 

物  件 規 格 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二要素認証機
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１ 物件の内訳及び台数 

  

⑴ サーバ機器 

 

   ５台 

 

⑵ ネットワーク機器 

 

２台 

 

⑶ 生体認証機器 

    

３，３００台 

 

⑷ サーバラック 

 

   １台 

 

２ 導入目的 

 

マイナンバー制度導入に伴い、地方自治体の情報セキュ 

 

リティに関する抜本的な強化が求められている中で、マイ 

 

ナンバー利用事務に関係するシステムの認証を、生体認証 

 

とID・パスワード認証を用いた二要素認証に統一すること 

 

により、セキュリティレベルの向上を図る。 

 

 

 

議案第１８９号 

 

当せん金付証票発売の限度額について 

 

当せん金付証票法第４条第１項の規定により当せん金付証票を発売できる限

度額を次のとおり定める。 

 

平成２８年１１月２８日提出           

川崎市長 福 田 紀 彦        

 

１ 発 売 年 度    平成２９年度 

２ 発売限度額   １３，０００，０００，０００円 
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   提 案 要 旨 

 

 平成２９年度における公共事業等の財源に充てるため、当せん金付証票を発 

売するにあたり、当せん金付証票法第４条第１項の規定により、その限度額を 

定める必要があるので提出する。 
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